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水工水理系の教育改善の事例

日本大学理工学部土木工学科

環境水理研究室 安田陽一

8月1日放映
又吉直樹の
ヘウレーカ！
収録現場

日本大学理工学部土木工学科
（2020年で100年周年）

1学年240名定員
全体で約1000名の学生
が所属
2年生から本格的に専門
が始まる

水理学・構造力学・地盤
力学は主要3力
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水理学Ⅰ授業
スケジュール

前期
補講日

2年生水理学Ⅰ
木曜日
1時限・2時限

授業内容 土曜日

1回 4月12日 単位と圧力 4月14日

2回 4月19日 平板に作用する水圧 4月21日

3回 4月24日 曲面に作用する水圧

4回 5月10日 浮体の安定 5月12日

5回 5月17日 相対的静止

6回 5月24日 第1回理解確認試験 5月26日

7回 5月31日
流れの入門
連続の式、ベルヌーイの定理

6月2日

8回 6月7日 運動量方程式 6月9日

9回 6月14日 第2回理解度確認試験 6月16日

10回 6月21日 実在流体の特性

11回 6月28日 流水抵抗・損失水頭

12回 7月5日
単線管路その１
貯水池間、自由放流端

13回 7月12日 単線管路　サイフォン 7月14日

14回 7月19日 第3回理解度確認試験
15回 7月26日 第4回理解度確認試験

静水力学

流れの支配方程式

実在流体の流水抵抗
単線管路

水理学Ⅰ（座学）授業の基本方針
予習対策

• CSTポータル（URL)から事前に授業関係資料（講義資料・例題資料）をダウ
ンロードする（11回分の資料を８０％以上ダウンロードしていない場合は
評価点から10点減点する制度を導入）

授業当日

• 授業当日、黒板に記述する担当教員のメモノートの写しを配布し、授業中
の口頭説明の聴講に集中させ、メモをとる習慣を身に付ける

• 90分授業の内、座学を40分行う。その後、CSTポータルからアクテイブラー
ニング課題がダウンロードできるようにし、各自でダウンロードを行う。ま
た、3名から5名のグループをその場で学生が編成し、アクテイブラーニン
グ課題4問中1問を選択し、相談しながら正答を見出す。解答をレポート用
紙に記述し、教卓まで移動し、口頭で説明する。

• 提示した記述内容がほぼ正答であれば授業評価として5点の加点をする。
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復習

• 授業中の内容をA4レポート用紙1枚にまとめたもの、アクテイブラー
ニング課題全問を解答したもの（A4レポート用紙に記述し左肩にホ
チキス止めした状態）を授業終了4日後に提出する。返却締め切り
後にCSTポータルにて授業まとめ、およびアクテイブラーニング課題
の記述例として参考資料をダウンロードできるようにする。レポート
提出について、全提出回数の6割を満たない場合は10点減点する。

• 添削したものを次回の授業で返却する。

理解度確認試験

• 静水力学、支配方程式、および実在流体の流水抵抗・単線管路の
水理設計の３つに出題範囲を分割して試験を実施し、最後に総合的
な試験を実施する。（合計4回の理解度確認試験を実施する）

成績評価

• 授業中に実施しているアクテイブラーニング課題で正答と評価され
た評価点の総計の６０％を評価点として加点する

• CSTポータルにアップロードした資料の8割以上ダウンロードしていな
い場合は評価点から10点減点する

• 11回のレポート課題（授業まとめおよびアクテイブラーニング課題）
の6割以上提出していない場合は評価点から10点減点する

• 第1回から第3回理解度確認試験結果の中から点数の良い2回分の
試験結果および第4回理解度確認試験結果の３つを平均して評価
点とする

• 上記の合計点で総合評価とする（5点刻み（四捨五入）に評価する
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アクティブラーニングの
授業風景

静水力学
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支配方程式
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実在流体

単線管路
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H26年度 手書き資料配布実施前
アクテイブラーニング課題実施前

H27年度 手書き資料配布実施前
アクテイブラーニング課題実施前
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H28年度 手書き資料配布を途中から実施
アクテイブラーニング課題実施前

H29年度 手書き資料配布実施
アクテイブラーニング課題実施前
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H30年度 手書き資料配布実施
アクテイブラーニング課題実施

導入によって改善された点
学生の取り組み

• 暗記ばかりでなく考える習慣に変わってきた

• 他の学生とのコミュニケーションが活性化された

• 学生の説明能力の向上につながった

• 他の言動・行動に配慮するようになった

• 質問・相談するようになってきた

教学の取り組み

• 聴講の集中度が高まった

• 試験中の途中脱落（放棄）が減少した

• 学生からの発言が増えた
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実施課題

• 資料作成の準備時間

• CSTポータルのアップデート作業

• レポート添削時間（後半から自己添削方式に変更）

• 試験採点時間

今後の対策

• 自己採点方式に変更


